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放射と雲と人々と
～思い出すままに
浅野 正二
東北大学大学院理学研究科
大気海洋変動観測研究センター
（共同通信社提供・980723）
気候形成に係わる放射の研究
気候系のエネルギー収支
雲・エーロゾル‐放射‐気候の
相互作用
略歴 と時代背景
〈学 歴〉
1967.03 東北大学理学部 卒業
1969.03  東北大学理学研究科修士課程 修了
1971.03  東北大学理学研究科博士課程 中退
1973.02  理学博士（東北大学） 授与
〈職 歴〉
1971.04 東北大学理学部・教務系技官 採用
1977.02 東北大学理学部・助手 昇任
1980.04 気象研究所（高層物理研究部） 出向
1987.05 気象研究所（気候研究部） 配置換
1999.10 東北大学大学院理学研究科 出向
2008.03  東北大学大学院理学研究科 定年退職
・ベトナム戦争（1960~75)
・中国文化大革命(1966~77)
・大学紛争・学園闘争(1968~70)
・IRS1972，Sendai
・AMTEX 1974‐75
・青葉山移転 1976
・計算機の発達
・衛星観測
（EKS 加畑均）
大学院生活
（大学院入学, 1967.04）
(1968.05)
(1968.07)（院生会花見，1969.04)
気象学研究室
(気象学会(仙台)・1967.10) （歓迎会（松島）・1973.04）
（安達太良登山・1972.7.30） (IRS1972, Sendai)
修士課程での研究
～水雲の赤外放射伝達特性～
・粒子散乱と気体吸収の共存
・ 平均透過関数 → 指数関数の和
⇒ JAS, 27, 282-292 (1970)
博士学位論文 (1973.02)
～回転楕円体形粒子による光散乱～
ＮＡＳＡ/ＧＩＳＳ 客員研究員 (NRC) 
(1977.06 – 1979.06)
散乱の偏光特性と惑星大気
The First Image from Pioneer Venus OCPP
(1979.01.14, NASA/GISS )
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Spheres
回転楕円体粒子の光散乱特性
(Schuerman et al. , 1981)
Goody and Yung (1989)
Liou (1992)
Bohren and Huffman (1983)
気象研究所へ（1980.04）
• 高層物理研究部第４研究室
日射測定（紫外線，大気混濁度など）
最初の任務：CO2測定立上げ（ →中止）
• 本庁気候変動対策室併任
（1983‐86年度）
「異常気象白書」，気候問題懇談会，
ベースライン観測所
• 気象研究所改組(1987.05)
高層物理研究部廃止→気候研究部発足
第三研究室長（配置換）
気候物理に関する研究
(1980.04)
CSIRO招聘： ASPIRE航空機観測体験
(1985.04 – 06)
Pinatubo火山噴火（1991.06）
～火山性エーロゾルの放射効果～
[天気 Vol.39, No. 3 (1992)] [GRL, 20, No.6 (1993)]
[JMSJ,71, No.1 (1993)]
雲‐放射の観測研究計画
• 「雲及び放射の総合観測手法の開発」
気象庁特別研究（1984‐86年度)
• 「雲の放射過程に関する実験観測
およびモデル化の研究」
気象庁特別研究（1987‐90年度)
• 「雲が地球温暖化に放射過程に及ぼす
影響解明に関する観測研究」
(Japanese Cloud and Climate Study)
科学技術庁・海地費（1991‐99年度)
(1986.12）
雲放射航空機観測システム (ACROS)
（中日本航空株式会社）
Beechcraft B-200 (Super King Air)
Cessna 404 (Titan)
(Dr.Gayet & Mr. Fournal)
Polar-Nephelometer
JACCS 航空機観測戦術
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雲による「異常吸収」は無い！
~水雲 (1998.02.02)の事例~
[Asano et al., JGR, 2000]
日米共同の検証観測 (ARESE-II)
〈２機の同期飛行による日射吸収観測〉
[朽木, 2002.02]
Dr. T. Ackerman
ARM Chief Scientist
ARESE-II の結果⇒「異常吸収」は無い！
[Asano et al., JAS, 2004]
MRI Radiometers
[Oreopoulos et al., JGR, 2003]
人間は雲を変えているか？
エーロゾル汚染雲の事例航跡雲
2006.07.09
飛行機雲
汚染雲の微物理特性と放射特性
[Gayet et al., JGR, 2002] [Asano et al., JGR, 2002]
Ā = 6%
Ā = 21%
エーロゾルの間接放射効果
(Asano et al., JGR, 2002)
〈Twomey効果〉
(ship-tracks)
(Asian Brown Clouds)
再び東北大学へ (1999.10)
• 雲の能動型リモートセンシング
• 海洋下層雲の形成・変質機構
（宮古・2002.7.1）
ヒデリ
ノトキハナミダオナガシ
サムサノナツ
ハオロオロアルキ
『 雨ニモ負ケズ』
〔筑摩書房〕
グスコーブドリの伝記 (1932)
ヤマセと宮沢賢治
ヤマセ雲の研究計画
◎ 科研費基盤研究(A)#17204039 （H17～H19年度）
「ヤマセ雲の形成・変質機構の解明と数値モデル化の研究」
〈研究組織〉
研究代表者：浅野 正二（東北大・理） 研究総括
船舶共同観測，データセット構築
研究分担者：内山 明博（気象研・気候）航空機観測（大気と放射）
山崎 明宏（気象研・気候）航空機観測（雲とエアロゾル）
岡本 創（東北大・理） 地上観測
児玉 安正（弘前大・理工）海洋大気境界層の解析
岩渕 弘信（海洋開発機構）衛星リモートセンシング／放射モデル
岩崎 俊樹（東北大・理） 雲解像モデルの高度化
野田 暁（海洋開発機構）数値モデル実験，雲パラメタ化
研究協力機関(者)：仙台管区気象台，函館海洋気象台，千葉大・高村教授，
千葉大・鷹野准教授，東北大・余准教授，気象研・工藤研究官
船舶観測 ： 高風丸（函館海洋気象台）
◇全天日射計×2：
下向日射フラックス
(波長帯0.3〜2.8μm
0.7〜2.8μm)
◇赤外放射計：
下向赤外放射フラックス
(波長帯3〜50μm)
◇シーロメータ：雲底高度
◇雲分光計：0.86，1.65，2.2μmの天空放射強度
◇赤外放射温度計：雲底温度
◇マイクロ波放射計： 積算雲水量、 積算水蒸量
◇パーティクルカウンタ：エアロゾルの粒径分布
◇GPSゾンデ：
温度・湿度・風向風速
の鉛直プロファイル
◇赤外放射温度計：
海面温度
気温, 海面温度,
海面気圧, 風向風速
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ヤマセ研究成果
雲水量
数値シミュレーションヤマセ雲の変質：衛星データ解析
（小嶋, 2005.02; SOLA, 2006) （次田, 2008.02）
ヤマセ雲の放射特性
2007.07.16
（佐藤, 2008.02）
Mixing Ratio [g/m3]
（遠宮, 2008.02)
日射遮蔽効果
雲物理特性広域分布
(Ishida & Asano, JAS, 2007)
不均質雲の放射伝達
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